
3 )音のしぶき(ｴｸｽﾛﾗ ﾄ ﾘ ｱ ﾑ展より） 鈴木健夫( 市ケ尾高）

１０月まで科学技術館で行われていたエクスプロラトリアム展は、興味を引か
れるものが多く、物理の演示に使えそうなものばかりたが、その中でひときわ印
象的だったのが、この『音のしぶき』だろう。それを手作りでできないか、と挑
戦してみました。（サークルの後、スピーカー設置部などを改良したので、それ
を報告します．）
装置の餐略：アクリルパイプ（外径4 0 ■嘩肉厚2 画、長さ１ｍ）、それに合う
ゴムせん、スピーカー（後述）、雨どい照ジョイント（4 0 ｍ用）、肉厚1 . 5 皿程
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スピーカーは、屋外用のトランペット型の方が音が強くてよいかと思って試し
てみたがうまくいかないようだ。普通のダイナミックスピーカー（コーンスピー
カー）の方がよく「しぶき」が出る。ただし、かなりの高出力になるので、要注
意。サークルの際にもアンプのヒューズをいくつもとばしたし、スピーカーも２
～３個とんでしまったが、学校へ戻ってから再実験をしたときにも、スピーカー
を３個ほどつぶしてしまった。あまり長時間音を出し続けないことと、限界近い
ことを心得ながらやるしか手はないようだ。
＜原理＞
クントの実験を、液体のしぶきで視覚的に見せるもの。閉管の気柱共喝の定常

波の腹の部分が、空気の振動（圧力変化）がはげしいため､ 液体をまきあげる６
液体は灯油が良いようだが水でもできる。ただ、水だとしぶきの上がり方がきれ
いにならない。表面張力と粘性が原因のようだ。本当は、様々な液体でやってみ
たいのだが、スピーカーが不安なのでなかなかできない。
予想されるデータは以下の通りである。
Ｚ＝１[ 画］（実際はジョイント部があるので数画長い。）、Ｖ＝3 4 0 [ 皿/ s ] とす

ると、
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↑ＴＴ点、４２５ＨｚでＤ点，Ｅ点，Ｆ点がしぶきをあ Ｆ１Ｅ、げるはずである。

１０月1 8 日のサークルのときには、３倍振動までしか見られなかったが、後の再
実験では５倍振動まで成功した。ただし、５倍振動では図のＦ点しかしぶきがあ
がらない。その時もスピーカーが不安なため長時間できず、波長をきちんと測定
したりすることができなかった。実験者が複数いれば、手早く測定できるだろう。
共鳴を起こした振動数は8 3 H z ，2 5 0 Ｈｚ，4 2 0 Ｈｚあたりであった。もう少し定量的
にやれば音速が求まるであろう。それは今後の課題としたい。定性的にも気柱の
共鳴を視覚的に見せ．理解を深めるのに効果があるだろう。
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